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間、後継者も育ち始めた。技術の粋を集め、2 年後、150センチ幅の西陣織の織機を開発することに
成功した。
完成した生地はマリノ氏から絶賛され、その後、シャネル、ルイ・ヴィトンなど、世界中からオ
ーダーがくるようになった。
国外の市場にも目を向けて、西陣織をグローバルに通用するテキスタイルとして発想し直したこ
とで、同社の織屋としてのオリジナリティも高まった。細尾氏は、同社のオリジナリティとして次
の3つをあげる。①技術の完全差別化、②小回りが効く。つまり、小ロットに対応でき、顧客の要求
以上のことができる、③デザインからサンプル織物の提示までの期間が世界一速い。従来1か月かか
った期間を1週間に短縮でき、コストも低減した。
5．物質を超えた価値づくり
近年、同社では、一流ブランド店舗やラグジュアリーホテルの内装用の注文が増えている。その
事業展開には“more than textile”（織物以上）という考えが根底にある。織物という「物質」を超
えた「価値」を創造することである。細尾氏は4つの価値をあげる。①着物をベースにした価値、②
インテリア分野における価値づくり、③ファッション分野における価値づくり、④アート分野にお
ける価値づくり、である。ファッションやアートの領域では、ファッションデザイナー三原康裕氏
とのコラボレーションにより、2012年のパリコレで発表するなど、新たな展開に挑んでいる。この
ように、製造部門が様々な価値を作り出す可能性を秘めた「潜在市場」となっている。
6．伝統産業のポテンシャルとこれからの伝統産業人の使命
「伝統産業・工芸は、実は、最先端の技術を保有している」と細尾氏は考える。すなわち、自分た
ちの足元にある有形無形の資産を見つめ直し、掘り下げて活かしていくことが重要なのであり、そ
して、事業の継承・発展を社会の発展や幸福につなげていくシステム、つまり「食えるやり方」を
構築していくことがこれからの伝統産業人の使命である、と細尾氏は力説する。西陣織は技術の継
承ができなければ存続できない。前述のように、同社では、すべての工程の技術を内製化し、技術
の継承と雇用の維持・創出に成功してきたのである。
7．文化の組み合わせ
これまで京都の伝統産業は先祖の遺産で食べてきたが、「今後は100年食べていける文化・価値の
創造が必要である」と細尾氏は考える。京都の文化とヨーロッパ文化がぶつかり合った時、今まで
京都になかった新しい文化・価値が生まれる。同社においても、「文化の組み合わせ」が新しい作
品・技術の開発や新たな市場の開拓につながった。
しかし、同社のような挑戦を試みる同業者は少ない。多くの西陣織産業人は、伝統産業の内なる
閉鎖的ネットワークの中で活動している。細尾氏は、これを打ち破る方法もまた「文化の組合せ」
であると説く。細尾氏も当初は「京都」や「日本」のイメージを打ち出すことを考えていたが、欧
米人が良いものを評価する言葉“It’s cool!”には、日本風な柄よりも、技術の高さを評価する指向が
ある。良い物は文化を超えて一つの舞台で融合できるのであり、「文化の組合せ」を異業種間や海外
との間で図ることにより、京都の伝統産業には大きな展望が開けるのではないか、と細尾氏は考え
90
る。
このような展望に向けて、細尾氏は、30歳代、40歳代の若い人たちに期待をかけている。これま
で西陣織の工程は分業であったが、若い職人には一つのプロジェクトの全工程を任せることで、デ
ザインが製品になることの喜びを感じてもらい、高いモチベーションをもてるように工夫をしてい
る。工房では、金井部長をはじめとする経験豊かなベテラン職人に志の高い若手職人も加わって、
日々フル稼働で数台の織機を動かしている。
8．技術・ブランドと信頼ベースのネットワーク
西陣織は、元来「織物のフェラーリ」だった。つまり、技術やブランドを大事にしてきた。細尾
氏は、業績の改善を図るなかで、そのことを再認識したのであった。
各種工業製品が大量生産と大量販売で競争をする時代は、長い歴史の中のほんの短い期間にすぎ
ない。ことに京都の各種産業に目を向ければ、伝統産業ではない業種（例えば、電子機器、セラミ
ック等）においても、技術やブランドが高く評価をされてきた歴史がある。
京都の伝統産業、西陣織の「細尾」は、細尾氏による改革以降、高い技術に裏打ちされた新たな
価値を生み出してきた。後継者の細尾真孝氏も、西陣織による革新的なファブリックの開発に積極
的に取り組み、伝統産業の革新に挑戦し続けている。
最後に、細尾氏は、技術やブランドへの信頼に根ざしたネットワークを内外に構築していくこと
の重要性をあらためて説かれた。
講演後、数多くの質問が寄せられ、質疑応答のあと、柴田センター長からの閉会の挨拶、ならび
に細尾氏からの同社の現場訪問を歓迎する旨の挨拶があった。
